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大
阪
同

友
会
は
、

地
域
ご
と

に

支
部

が
活
動
し

て

い

ま

す
。
支
部

は
、
同
友

会
の
基
礎

組
織
で
、
経
営
に
つ
い
て
学

ぶ
支
部
例
会
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
９
月
に

開
催
さ
れ
る
例
会
の
い
く
つ

か
を
紹
介
し
ま
す
。

日
は
臨
港
支
部
で
マ
ル

キ
チ
の
木
村
顕
治
社
長

写

真

が
、
「
強
み
が
な
け
れ

ば
作
れ
ば
い
い
」
を
テ
ー
マ

に
自
社
で
の
実
践
を
報
告
し

ま
す
。
同
社
は
、
３
２
７
年

の
歴
史
を
刻
む
老
舗
企
業

で
、
木
村
社
長
は

代
目
。

業
務
用
油
脂
等
の
卸
売
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
木
村
社
長

は
、老
舗
の
油
屋
を
強
み
に
、

油
商
売
の
「
質
で
日
本
一
」

に
な
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

数
年
前
に
掲
げ
ま
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て

２
人
の
社
員
で
「
お
も
ろ
い

も
ん
事
業
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
の
提
案

で
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
出

合
い
直
輸
入
と
販
売
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が

社
内
で
も
刺
激
と
な
り
、
社

風
を
革
新
す
る
確
か
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
は
西
支
部
で
三
恵
メ

リ
ヤ
ス
の
三
木
得
生
社
長
が

「

世
紀
型
企
業
づ
く
り
へ

の
変
革
」
を
テ
ー
マ
に
報
告

を
行
い
ま
す
。
同
社
は
、
海

外
生
産
と
国
内
生
産
の
空
洞

化
・
縮
小
が
劇
的
に
す
す
む

繊
維
業
界
に
あ
っ
て
、
財
務

体
質
と
企
画
提
案
力
の
徹
底

し
た
強
化
、
第
二
創
業
な
ど

を
通
じ
て
業
績
を
伸
ば
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
東
成
・
生
野

支
部
で
は
旭
電
機
化
成
の
原

守
男
専
務
が
「
ず
っ
と
下
請

企
業
の
ま
ま
で
い
い
の
か

！
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
社
ブ

ラ
ン
ド
商
品
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
づ
く
り
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

例
会
は
公
開
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
経
営
者
の
方
、

後
継
者
・
経
営
幹
部
の
方
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。
例

会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
電
話

０
６
（
６
９
４
４
）
１
２
５

１
、
同
友
会
事
務
局
。

支部例会で経営学ぶ

大
阪
府
は
障
害
者
の
雇

用
促
進
や
職
業
教
育
に
積

極
的
に
取
り
組
む
府
内
の

４
企
業
を
「
大
阪
府
障
が

い
者
雇
用
貢
献
企
業
（
ハ

ー
ト
フ
ル
企
業
）
顕
彰
」

に
選
び
、
中
央
区
の
府
庁

で
表
彰
状
を
贈
呈
し
た
。

「
ハ
ー
ト
フ
ル
企
業
大

賞
」
は
、
義
肢
装
具
製
造

・
卸
販
売
業
の
会
社
を
擁

す
る
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ

Ａ
グ
ル
ー
プ
」（
大
東
市
）。

社
内
に
障
害
者
就
労
支
援

チ
ー
ム
を
置
き
、
障
害
者

の
受
け
入
れ
体
制
整
備

や
、
就
労
事
例
集
の
発
行

な
ど
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

「
ハ
ー
ト
フ
ル
企
業
教

育
貢
献
賞
」
は
「
酉
島
製

作
所
」
（
高
槻
市
）
が
受

賞
。
産
業
用
ポ
ン
プ
を
製

造
、
販
売
す
る
同
社
は
、

毎
年
多
く
の
支
援
学
校
の

生
徒
を
職
場
実
習
に
受
け

入
れ
、
２
０
１
０
年
以
降

で
計

人
を
採
用
し
た
。

こ
の
ほ
か
「
ハ
ー
ト
フ

ル
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援

賞
」
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
缶
類
の
選
別
を
請
け

負
う
「
き
る
と
」
（
豊
中

市
）
と
、
美
容
業
「
ａ
ｂ

ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
」
（
東
大
阪

市
）
が
選
ば
れ
た
。

松
井
一
郎
知
事
は
「
障

害
の
あ
る
人
た
ち
が
、
企

業
で
働
き
世
の
中
を
支
え

る
実
感
を
持
つ
こ
と
は
生

き
が
い
に
な
る
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

顕
彰
は
２
０
０
３
年
度

か
ら
行
い
、
今
回
は
対
象

企
業
１
３
３
社
か
ら
選
考

し
た
。

（
山
本
圭
介
）

ハ
ー
ト
フ
ル
企
業
顕
彰
の
受
賞
企
業
の
代
表
ら
と

松
井
知
事

前
列
中
央

日
本
料
理
の
調
理
師
で

組
織
す
る
「
大
阪
府
調
理

技
能
士
会
」
（
尾
崎
滋
会

長
）
の
秋
季
懇
親
宴
が
北

区
芝
田
１
丁
目
の
大
阪
新

阪
急
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。
会
員
や
関
係
団
体
の

調
理
師
ら
が
参
加
し
、
社

会
的
地
位
向
上
と
相
互
の

親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

日
本
型
食
生
活
の
普
及
を

推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。１

日
に
開
催
。
尾
崎
会

長
は
冒
頭
「
創
設

年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
日

本
料
理
の
知
識
、
技
術
の

情
報
提
供
や
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
活

動
の
推
進
を
目
的
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
の
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

同
会
の
森
口
冨
士
夫
特

別
相
談
役
（
日
本
調
理
師

連
合
会
会
長
）
は
「
今
の

ま
ま
で
は
若
い
料
理
人
に

日
本
料
理
の
神
髄
を
継
承

で
き
る
か
危
機
感
を
覚
え

て
い
る
。
高
い
技
術
を
次

世
代
に
継
承
す
る
た
め
に

会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

一
層
尽
力
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。
会
場

で
は
神
田
川
俊
郎
全
日
本

調
理
師
協
会
名
誉
会
長
、

片
田
勝
紀
全
国
日
本
調
理

技
能
士
会
連
合
会
会
長
、

夏
目
敏
昭
大
阪
府
技
能
士

会
連
合
会
会
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

第
２
部
で
は
石
山
仙
宙

京
都
府
日
本
調
理
技
能
士

会
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
賀
会
に
移
り
、
会
員
ら

は
親
睦
を
深
め
合
っ
た
。

（
大
山
勝
男
）

拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳
拳

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

大阪シティ信金が優勝
¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬
府選抜軟式野球

西
日
本
選
手
権
の
予
選

を
兼
ね
た
「
第

回
大
阪

府
選
抜
軟
式
野
球
大
会
」

の
最
終
日
は
６
日
、
住
之

江
公
園
野
球
場
で
決
勝
を

行
い
、
大
阪
シ
テ
ィ
信
用

金
庫
が
住
友
電
工
大
阪
を

３
―
１
で
下
し
て

度
目

の
優
勝
を
飾
っ
た
。

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫

は
三
回
に
２
点
を
先
制
す

る
と
、
四
回
に
も
１
点
を

加
え
て
リ
ー
ド
を
広
げ

た
。西

日
本
選
手
権
は

月

日
か
ら
高
知
県
で
開
か

れ
、
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金

庫
は
大
阪
府
代
表
と
し
て

頂
点
を
目
指
す
。

▽
決
勝

住
友
電
工
大
阪

０
０
０
０
０
０
０
０
１

１

０
０
２
１
０
０
０
０
×

３

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫

（
住
）
山
口
、
雪
丸
―
中
田
（
大
）
岸

本
、
下
平
、
森
脇
―
豊
岡

度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
大
阪
シ
テ
ィ

信
用
金
庫

りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりら
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天王寺区の和宗総本山四
天王寺・宝物館で 日から

「秋季名宝展」が開かれる。
同寺は平安時代後期、浄土

教の広まりとともに極楽浄
土の東門中心と位置付けら

れたことにちなみ、会期中
は浄土信仰を伝える宝物や

極楽浄土を観想する日想観につい
て紹介する。 月 日まで。

主な展示品は「四天王寺縁起（根
本本）」（国宝）▽木造阿弥陀（あ

みだ）三尊像（重要文化財）▽四

天王寺別当次第（大阪市指定有形

文化財）など。
開館時間は午前８時半～午後４

時半 月は同４時 ただし９
月 日～ 日、 月 日に限り午

前８時～午後５時。入館は閉館
分前。拝観料は大人500円、高校

・大学生300円、中学生以下無料。
問い合わせは電話06（6771）0066。

今
春
の

日
想
観

で
真
西

に
沈
む
夕
日
に
染
ま
っ
た

石
鳥
居

浄
土
信
仰
伝
え
る
宝
物

日
か
ら

秋
季
名
宝
展

日
本
型
食
生
活
を
推
進

府
調
理
技
能
士
会
が
秋
季
懇
親
宴

日本型食生活の普及
を推進したい とあい
さつする尾崎会長

府
ハ
ー
ト
フ
ル
企
業
顕
彰

４
企
業
に
表
彰
状
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歴
史
的
な
建
造
物
の
活

用
を
手
掛
け
る
「
バ
リ
ュ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
（
北

区
）
が
運
営
。
挙
式
は
大

阪
城
西
の
丸
庭
園
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
大
阪
迎
賓
館
」

で
執
り
行
う
。

そ
の
名
も
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
武
将
甲
冑
婚
―
出
陣
」

（

万
２
千
円
）
。
戦
国

時
代
を
は
じ
め
、
古
く
か

ら
成
功
や
勝
利
を
願
っ
て

縁
起
を
担
ぐ
儀
礼
を
広
く

出
陣
式
と
呼
ん
で
き
た
の

を
踏
ま
え
、
今
回
の
企
画

で
は
、
挙
式
す
る
２
人
の

幸
せ
を
願
い
「
出
陣
」
と

名
付
け
た
。

新
郎
は
、
戦
国
時
代
の

武
将
の
甲
冑
を
再
現
し
た

よ
ろ
い
か
ぶ
と
を
着
用
。

新
婦
は
白
無む

垢く

の
和
装
で

臨
む
。

式
で
は
、
両
家
で
結
婚

の
契
り
を
交
わ
す
「
固
め

の

盃
さ
か
ず
き

の
儀
」
や
、
新
婦

か
ら
新
郎
に
「
家
族
を
守

っ
て
」
と
家
庭
の
守
り
刀

を
渡
す
「
刀
納
め
の
儀
」

な
ど
を
行
う
と
、
新
郎
新

婦
の
前
途
を
祝
し
て
参
加

者
全
員
で
勝
ち
ど
き
を
上

げ
る
。

同
社
は
、
婚
礼
事
業
を

手
掛
け
る
中
で
、
大
阪
城

公
園
内
で
の
結
婚
記
念
の

写
真
が
好
ま
れ
る
点
に
着

目
。歴
史
好
き
の
女
性〝
歴

女
〞
を
は
じ
め
、
戦
国
時

代
の
愛
好
家
ら
の
需
要
に

応
え
よ
う
と
企
画
し
た
。

プ
ラ
ン
を
開
始
し
た
８

月
に
は
模
擬
挙
式
を
実

施
。
甲
冑
姿
の
新
郎
役
が

「
ど
ん
な
と
き
も
家
族
を

守
っ
て
い
く
こ
と
を
誓

う
」
と
巻
物
を
読
み
上
げ

る
演
出
も
あ
り
、
出
席
者

た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い

た
。同

社
の
他
力
野
淳
社
長

は
「
大
阪
城
は
日
本
の
文

化
を
大
切
に
す
る
方
々
に

愛
さ
れ
る
場
所
。
そ
ん
な

特
別
な
場
所
で
歴
史
的
な

衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
一

生
に
一
度
の
日
を
つ
く
り

上
げ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

模擬挙式では 新郎役が巻物を読み上げて
誓いの言葉を述べた

大
坂
の
陣
か
ら
４
０
０
年
の
節
目
を
経
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
の
放
映
で
盛
り
上
が
る
大
阪
城
（
中
央
区
）
で
、

甲か
っ

冑
ち
ゅ
う

姿
の
挙
式
プ
ラ
ン
が
誕
生
し
た
。
式
の
進
行
で
は
、
「
刀
納
め
の
儀
」
を
し
た
り
、

勝
ち
ど
き
を
上
げ
た
り
と
一
貫
し
て
戦
国
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
運
営
会

社
は
「
〝
歴
女
〞
や
戦
国
時
代
好
き
の
カ
ッ
プ
ル
に
特
別
な
日
を
提
供
し
た
い
」
と
思
い
を

込
め
て
い
る
。

大
阪
城
を
背
に
し
た
西
の
丸
庭
園
内
で
執
り
行
う
挙
式

歴女らに特別な日を……
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持
ち
時
間
各
３
時
間

消
費

○
２
時
間

分

●
２
時
間

分

持
ち
時
間
各
４
時
間

消
費

２
時
間
３
分

１
時
間

分

先 八段 松尾 歩
九段 深浦 康市

本戦２回戦

【第５局】

第７譜（ ｜ ）

本
戦
２
回
戦

【
第
２
局
】
第
２
譜

（

手
）

勝
負
師

松
尾
は
愛
知
県
出
身
。
１

９
９
４
年
に
奨
励
会
に
入

会
、

年
春
に
プ
ロ
棋
士
の

四
段
に
昇
段
し
た
。

代
で

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
松
尾

も
、
気
づ
け
ば
今
年
で

歳

に
な
る
。
段
位
も
八
段
ま
で

の
ぼ
っ
た
。
居
飛
車
の
最
新

形
を
中
心
に
戦
う
正
統
派
だ

が
、
勝
負
師
の
一
面
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
。

松
尾
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
、

今
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い

る
。
松
尾
は
当
時
か
ら
正
統

派
居
飛
車
党
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
の
将
棋
は
迷

わ
ず
に
飛
車
を
振
っ
た
の

だ
。
結
果
は
緩
急
自
在
の
指

し
回
し
を
見
せ
た
松
尾
が
完

勝
だ
っ
た
。
新
四
段
に
し
て

は
度
胸
が
す
わ
っ
て
い
る

と
、
え
ら
く
感
心
し
た
記
憶

が
あ
る
。
対
戦
相
手
の
伊
藤

能
六
段
（
当
時
四
段
）
は
「
振

り
飛
車
な
ん
て
聞
い
て
な
い

よ
」
と
苦
笑
い
を
浮
か
べ
る

の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

松
尾
は
対
局
が
始
ま
る

と
、
す
ぐ
に
ス
ー
ツ
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
脱
い
だ
。
ネ
ク
タ

イ
を
緩
め
て
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ

の
両
袖
を
ま
く
る
。
こ
れ
が

松
尾
の
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ

ー
ズ
だ
。
迫
力
を
感
じ
つ
つ

も
、さ
わ
や
か
な
の
が
い
い
。

図
か
ら
後
手
が

１
四
歩

〜

１
五
歩
と
１
筋
の
歩
を

突
き
越
す
の
が
最
近
、
流
行

の
構
え
。
後
手
は
飛
車
交
換

を
狙
っ
て
い
る
。

１
五
歩

の
形
で
飛
車
交
換
に
な
る

と
、

１
六
歩

同
歩

１

八
歩

同
香
に

１
九
飛
と

打
ち
込
ん
で
、
後
手
の
攻
め

が
続
く
格
好
に
な
り
や
す
い

先
手
が

３
六
歩
と
突
い

て
、
飛
車
の
横
利
き
が
止
ま

っ
た
。
後
手
は
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
打
っ
て
出
た
。
詳
し

く
は
次
譜
に
て
。

（
内
田

晶
）

○
初
段

西
山

静
佳

●
八
段

吉
田

美
香
（
６
目
半
コ
ミ
出
し
）

起
死
回
生
の
一
着

白

の
ア
テ
込
み
と
は
う

ま
い
手
が
あ
っ
た
も
の
だ
。

黒
Ａ
の
切
り
と

の
連
絡
を

同
時
に
防
ぐ
起
死
回
生
の
一

着
で
、
西
山
は
ピ
ン
チ
を
脱

し
た
。
白

に
黒
Ａ
な
ら
白

Ｂ
と
切
れ
ば
い
い
し
、
ま
た

黒

、
白

に
次
い
で
黒
Ａ

な
ら
白
Ｃ
、
黒
Ｄ
、
白
Ｅ
か

ら
す
る
す
る
と
連
絡
す
る
手

が
あ
る
。

「
黒

と
打
た
れ
た
時
に

白

に
気
付
き
ま
し
た
。
そ

の
前
は
何
と
か
な
る
か
な
と

思
っ

て
い

た

の
で

す

が

（
笑
）
」
と
西
山
。
さ
す
が

に
度
胸
が
据
わ
っ
て

い
る
。

吉
田
は
白

と
打

た
れ
た
瞬
間
、
「
ひ

ど
い
な
。
あ
き
れ
ま

し
た
。
び
っ
く
り
す

る
な
あ
」
と
ボ
ヤ
キ

を
連
発
。
黒

と
手

を
つ
け
て
い
っ
た
手

つ
き
は
、
明
ら
か
に
自
分
自

身
に
怒
っ
て
い
た
。

だ
が
こ
の
黒

が
苦
戦
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
問
題
手
。
参
考
図
黒
１

以
下
を
決
め
て
７
と
動
く
勝

負
手
が
あ
っ
た
（
黒
５

１

の
右
ツ
グ
）
。
黒
７
以
下
の

数
子
は
取
ら
れ
て
し
ま
う
の

だ
が
、
黒

の
ツ
ケ
か
ら
右

辺
の
白
を
取
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
「
白

に
次
い
で

黒
ａ
の
三
々
入
り
を
全
滅
さ

せ
な
い
と
、
白
も
楽
観
で
き

な
い
形
勢
で
す
」
と
結
城
聡

九
段
。

（
甘
竹
潤
二
）

（
黒

か
ら
再
掲
）

参
考
図

（
図
は

３
八
金
ま
で
）
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